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　　　日本式伝統木造住宅 は生 き残 っ た
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1 ．は じめに

　 昨年 9 月 2i 日の 夜半、 台 湾中部をマ グニ チ ュ
ード7．3

（台湾中央気象局の 発表値．米地 質調 査所 の 発表は 7．7）の

大地震が襲 っ た．まだ鶏憶に新 しい 阪神・淡路大地震を超

える破壌 エ ネル ギーを持 っ た 巨大地 震で あ る．死者は z20S
人 ， 全半簇建物は 17，484棟 にの ぼる （10月 3 目現在）．

　筆者の 係累は 台湾 との 縁が深い．家族の
一

人は大学時代

の
一
時期を台湾で過ご した し， 筆者自身も彼 の 国を二 度訪

れ て い る．そ して台湾で は， 日本や 日本人へ の 親近感が強

い の を感 じて きた．地震発 生 の報 に接 して ， 縁 あ る人 たち

の 安否も気がかりだっ たが
， 同時に こ うも思 っ た．日治時

代の 暮 ら しに愛着 を持っ 人た ちが まだ あれ だ けい るお 国柄

だか ら，もしか したら激震地に も日本式の 木造建物 が残っ

て い たかも知れない．当時の 日本式伝統木造が 巨大地震の

涜礼を受けて どうなっ たか を是非知 りたい ， と．

　 た またまその 年の 9 月半ばまで の 3 ヶ月間，台南の 国立

鷹東科技大 学の 葉民権教授 が木質構 造 学の 研 修 で木 高研 に

滞在され て い た．地震の 発生は ， 所員との 交流を終えて 帰

国 され た直 後 の こ とで あ っ た．早 速 に遮 絡 を取 り希 墾 を伝

え る と， 被災地 を案内しまし ょ うと快諾 して 下さり， 本稿

で報告す る現地調査が実現した．

　 当時の 目本式構法で 建 て られ た木 造建物 が まだ今 も使用

され てお り， そ れ らが殆 ど顕著な被害を受け るこ とな く生

き残 っ た こ とを中心 に，そ の時の 調査結果の 概要 を，こ こ

に報告する．併せて，それ らが生き残 っ た 要因につ い て も

考察する．し か し，何分彼の 国の 木 造事情 を よ く知 らな い

ままの ， 僅か足 か け 4 日間 の 慌ただ しい 現地 調 査で あっ た

か ら，理解の 誤りもあろ うし，精確なもの に は なっ てい な

い こ とを ， 予め お断 りして お きたい ．

2 ．髑査の概要

現地 へ 入 っ て の 調査は，発震か ら3 週問ほ ど後の 10月 15

日か ら 4 日間．大阪 市大 の 宮野 道雄 教授 が同行．葉教 授の

行き届い たお手配の お陰で，日本式木造 の視察対 象がび っ

しりス ケ ジ ュ
ール に組 み込 まれ て い た．また 中華民国木質

構造建 築協会の 理事長 ・王 松永台湾大学教授や葉先鋒事務

局長な どが参加 さ払 案内して 下さっ た ．葉 ・王 両研究室

の学生諸君もワ ゴン 車の ドライ バーを兼ねて 参加 され た．

　初 日の 夜は 同協会幹部諸氏 との意見交換で情報 収集．2
貝 目は台 中 市 か ら， 霧峰→南 投→中寮→集集→水 里へ．3

日目は 同 じく台中市か ら， 草屯→九九 峯→ 九吩二 山→ 埔里

へ 最終 日は 台中市内を中心に ， とい う行程であ っ た．地

図か ら分か る よ うに ， 調査区域 は この 地震の 震源地 と動 い

た断層の 直上や ご く近くの 町や村ばか りで ある．

3 ．台湾の 木造住宅史 1》2）3｝

　調査報告の 前に，こ の 国の 近代木造住宅史を概観 して お

こ う．台 湾の 建 築 史 は ，   清 朝以前 ，   清朝 時 代，  日治

時代，  第二 次大戦後の 四期 に分かれる．ア ジア モ ン スー

ン 地帯 に夙す る台 湾 は高 温多湿 で ， 原住 民は高床 式 の 開放

的な木造住居に住まい してい たらしい ．1683年 に情朝の 版
図になっ て 以来， 中国大陸の 主 に福建省 と広東省か ら漢民

族 が帰来 し， そ の 地 の 文 物が もた らされ た．住宅 も次第に

大陸式に変わ り， 農村で は r三 合院亅 「四合院」 と呼 ばれ

る ロ の字型 ・コ の 宇型の別棟に 大家族が 分か れ て 住む平家

建 て が，都市の 町家や店舗で は r院落型亅 と呼ばれ る 1階
前面 に 「騎楼」 （ピ ロ テ ィ ） を持 っ 間 口 の 狭い 低層住宅が

広ま っ た．三 合院 と四 合院は前面以外の 三方 を 日干 しの 土

レ ン ガや赤煉瓦積み の 外壁 で囲い，外壁沿い の 両端を含む

間仕切 壁の
一
部又 は 全部 と屋 根 を受 け る小屋 組 を木造軸 組

で 造 るの が一
般的で ある．木造軸組の 間仕切壁は土 塗り漆

喰仕上 げとな る．

　 日清戦争後に 日本の 統治時代 （1894〜 1945年）に入 る

と ， 日本式 の 木 造 官舎 や 宿舎 ， 和 式や 洋館 式の
一戸建 て 木

造住宅が建て られるようになっ た．これ らは何れも純木造

一117 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Institute of Social Safety Science

NII-Electronic Library Service

エnstitute 　 of 　 Sooial 　 Safety 　 Soienoe

軸組構造で ，ス レート瓦に煉瓦積み 布基礎の 平 家建て が多

い．中国式の 組積造 建物の 間仕切に 日本式め土塗り壁を設

けた り，隙子や畳敷き なども採 り込 まれて い る．

　第二 次大戦後朝鮮戦争を契磯に ， ア メ リカ軍事顧問団が

駐 留して以降 ， 米式の 文物や 生活様式が広まっ た．都市 ・

農村共 に鉄筋コ ン ク リート造の 共同住宅や マ ン シ ョ ン が建

殴 された．間仕切壁は煉瓦積み ， 道路側の 1階前面に伝統

的 な 騎楼を残 す形式で あ る．こ の 騎楼構造が弱点 と な り ，

今回 の 地震で 低中高層の共 同住宅が多数大破 ・倒壊した．

　ちなみ に，現在台湾の 建物の 構造種別は鉄筋コ ンクリ
ー

ト造 が 92 ％，鉄骨造 と煉瓦造がと もに 4 ％位 で，木造 は

わずかに O．5 ％の 由 （王教授談）．新築木造 の大半は別荘や

ホテル の ロ グハ ウス で，ツ
ーバイ フ t 一の 輸入住宅が希に

建て られ る とい う．

4 ．木造建物の被災状況

（1）清朝式住宅

● 「林家花園亅 （清朝式の 四合院形式）【写真 1】：　 台中

の南方で 断層面が地表に現れた近 く の町 ・霧峰に あ る上 流

階級の邸宅であ る．1847年頃か ら建設が始められたロ の 宇

型の 「四 合院」 形 式で あ っ た ら しい．写真の建物はその 中

央部の もの と思われ る．130 年前の建築の 由．前面以外の

三方 に泥 レ ンガで 積 み 上 げた外壁を立ち上 げ，そ の 上 に 木

造の 小屋組を掛けて いる．建物の 長手を区切 る隔壁は，通

し貫 を使 っ た木造軸組に土塗 り漆喰仕上 げ．貫留め にクサ

ピは使われて い な い，正 面側開口 部周辺 の 泥 レ ン ガ壁が崩

落 し，長手方向に大破 ・傾斜して ， 小屋 組も傾い た．木造

隔壁 と長手 の 軸組 は まだ形を保 っ て い る．なお，蟻害を含

めて，柱材の腐朽は相当 に進 んで い た．

　 この 周辺 に は，筋か い ・火打ち ・
方杖を持 っ た ス レート

瓦 の 日本式木造倉庫 と、和式の 影 響 を 受 けた竹を構造材と

す る軸組 に竹小 舞土 塗 り壁 を持っ 茅葺きの 住宅とがあっ

た．前者は屋根部分が小破で 躯体は健全，後者は 中央部に

上か ら下まで の全面土塗り間仕切壁があ り， 外周部に も壁
を多 く持っ て い た た めで あろ うか，ほぼ無傷であ っ た．
● 「簡氏古宅」 （済朝式の 三 合院形 式 ｝【写真 2 】：　 霧峰
よ りさ らに 南の地 表館出断層沿い で 震源に近 い南投市郊外

の 伝統的農家住宅で あ る．典 型 的な コ の 字型 の 三 合院形式

で，三世代が 棟毎 に分か れて住んで い る．構法的には 上の

例 と同 じ．泥 レンガ 又は 赤煉瓦の 組積壁は大半が大破或い

は部分崩落 して い るが，中央部の 神明 庁 （祖先を祭る 所）

だけ は木造軸組に土 塗り壁で 造られ，この部分は被害軽徽
で 生き残っ て いた．

  清朝式と日本式の 混合住宅

● 混 合 式 の三 合院住宅 【写 真 3 】：　 建物被害が集中 した

人 ロ 8 万 の 地方中核都市 ・
埔里の 中心街 にある 三 合院住

宅，基本 構造は清朝式だが，現 当主 の 祖父 が 日本式構法を

採 り入れて 63 年前 に建設 した．間仕切壁は，中央部の 神

明庁の 面の み細板 の 木摺 に漆喰塗り ， 他は 全て 竹小舞下地

に土塗 り壁で，い ず れ も和式に 則 っ て い る．畳敷 きの 高 い

床座 が あ り，こ こ が寝所 として使わ れ ， 外壁 に換気 ロ を設

けて い るの が珍 しい ．前面は ピロ テ ィ でそ の 屋根 を上部方

杖付 きの 木柱で受けてい る．漆喰や 土 塗りの
一

部の壁は相

当に 崩落 し，木摺や竹小舞だけ にな っ て い るが ， 被害 はそ

こだ けに 局限されて い る．コ の 宇 型 の 煉瓦組積造外壁 は無

傷，木造軸組にも破損や ひ ずみが見 られな い．土壁部分崩

落の エ ネル ギ
ー
消費で 耐え抜 い た よ うで ある，

（3）日本式 建物

● 日式駅 舎 【写 真 4 】：　 断 層南端 の 直近に あ りこの 地震

の震源 地 と言わ れ て い る 山あい の 村 ・集集．観光名所だっ

た 1921 年建設 の 日本式 木造 洋風駅舎が大 き く傾い た が，
倒壊を免れた．駅舎の 壁は木摺漆喰塗 り，外側 は下見板横

張で，開口 部が分散配置 され た可憐な デザ イン で ある，耐

力壁 は少ない が，単純整形な 平面計画，隅角部へ の 壁の配

置，丁 寧 な施工 の木摺 下 地な どのお陰で ， 辛う じて倒 壌を

切 り抜 けた の であ ろ う．

● 日式官舎 【写真 5 】：　 こ の 集集駅 の 近 くに，日治時代

に林務担 当の役人 を住まわせた 長屋 と戸建て の 「日式官舎J
が数棟まだ使用中で あっ た．いずれも 60 数年前の 木造建

築で，地震後も顕著な損壊はなく，元 の 姿をと どめ てい た，
ス レート瓦 葺 きで ， 台湾桧を使っ た純木 造軸組．壁体は竹

小 舞下地の土塗りで，部分的に木摺漆喰塗り，外回 りは杉

の 下見板横張 り．赤煉瓦積み の 布基礎を モル タル で塗 り固

めて い る．土台と基礎 とは所 々 をボル トで 留め付けて い る

と思 うが，確認は出来なか っ た．
　写 真の 建物はやや 上 級の 役人 が入 る 戸 建て 住宅 であ る．

窓が連続 して 隅角 にも入 D，外壁配置で は 良い構造計画と

は言 え ない が，全体 は整形 で無理が な い．階 高 があ り窓 の

上下 に連続する垂れ壁 と腰壁が 広い の で ，こ こ が有効な抵

抗要素 とな っ て耐 え得た の で あろ う．土 台か ら柱下端部に

かけ て 蟻害を伴 う木部の 腐朽や 土壁 の 劣化 も見 られ る の

に，こ の 震源の 地で，総ての 日本式木造住宅が生き残 っ て

い た のは驚 きであ っ た，
● 日式木造展示 館 【写真 6】；　埔里の 中心 地に，1935年
に建設 された植物標本の 木造展示 館で ある．当時の 日本式

の 一般的構法を持っ て い る．老朽化が進 んだた め，地震前

に危険とされ使用禁止に なっ て い たの に，内壁間仕切 と外

壁 隅 角部 の
一部の 崩 落 の み で ，皮 肉 に も生 き残 っ た．用途

から間仕切壁が少な く，外回 りには窓 も多く，耐 力的 に不

利 な 建物で は ある．しか し，外回 りの 三 方に 吹き放ちの 下

屋 （回廊）が周 り，本屋の 構造を支え て い る．無理 の ない 対

称性を持つ ブラン とこの架構形式 に加えて ， 土壁崩落によ

るエ ネル ギー吸収が この建物を生き残 らせた の で あ ろう．
●日式戸建て 住宅 【写轟 7 ， 図 1 】：　 同じ埔里の 市街地

に立つ 民間の戸建て 木造住宅で ある．台湾式に 日本式構法

を大幅に採 り入 れ，80 年ほ ど前に 建設 された、周囲 の組 積

造建物が殆ど倒壊 し，鉄筋コ ン クリ
ー

ト造建物の 傾斜が目

立つ 中で，こ の 住宅 は木造 軸組 はや や 傾 い て い る もの の，
土壁の

一
部崩落程度で立派 に耐えて い た．煉瓦の組積壁は

腰 部 だ け に使 い，構造体は全 て 竹小 舞土塗 り壁を持つ 木造

軸組で 形成されて い る．柱は礎石上 に直か 立て で，木組み

は清朝形式だ が，こ こ では貫留めに クサ ピが使われて い た．
（4》現 代木造

● ロ グハ ウス別荘 【写真 8 】： 最後 に，ロ グハ ウス 形式

の 組積 木造 の 被 害にふ れて お こ う．現地 を回 る 時間 は取れ

なかっ たが，協会の メ ンバー （彼等の 建設会社で こ の 種の

木造建築を手掛けて い る 〉の 話や 彼等が 撮影 した写真に よ

れ ば，例えば観光名所の 最大被災地 ・
日 月 圏周 辺 の リゾー

トホテ ル や別荘群で も，構造本体は無被害，ベ ランダ屋根

の 落下や煉瓦積み を混交させ た水回 りに 破壊が生じた りは

したが，概して厚い 壁式木造の 強靱さ を見せ 付けて い る，

5．日式木造が破害軽微だっ た要因

　阪神 ・淡路大震災の とき関西の 伝統的木造住宅が被災し

た状況 に比べ る と，台湾 大地震 は震 源付近の 揺れ の 大 きさ

で は上回 っ て い た よ うだ が．日本式木造建物には 幾分有利

だっ たか も知れ な い．

　理由は二 つ 考え られ る，ひ とつ は建物が軽か っ たこ と．
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関西 で は重 い 「土置き本瓦葺きの 2 階建て亅 に対 して台湾
は軽 い 「ス レート瓦葺き の 平 家 建て 」．嬢物に 働 く地 震 力
はそ の重 さに 比例するか らで あるt

　い ま
一

つ は建物を揺 らせ た 地震動の 性質．阪神 ・淡路の

激震地の 揺れは 03 〜 2 秒位の幅広い固有周期の 建物を共

振させた が，台湾の 震源近くの 揺れは 0ユ 〜 05 秒位の 建
物を共振 させ る 他は破壌力が やや小 さ くなっ て い る，木造
は揺れが大き くなり緩みや破損が進む と固有周期は次第に

長 くなる．そ うな っ て も阪神で は共振か ら逃れ よ うが 無か
っ たが ， 台湾で は直ぐに共 振域 か ら雌れ る よ うに なる こ と

が 幸い した の か も知れ ない．

　そ れ に して も阪神 ・ 淡路 を超 え たか も しれ な い 激 震地
で．60 〜 80年も経て 老朽化の進んだ 日本式木造住宅が，
何れ も健気に生 き残 っ て い た の は驚き で あ っ た．中国式組
積造に採 り込まれた和式の部分も含めて，木造軸組 と木舞
下地土塗 り壁の 組合せ が実に粘り強く，激 しい 揺れを 吸収
・
分散しっ つ 耐え る仕組み を持っ て い る こ とを，改め て確

認 した．日本の建物に 比べ る と，材料も施工 技術も水準は

低 い と言わ ざる を得な い 条件の 下で ，で あ る．

口 黥断世 励 夏緬世 膕 齢斬毆 口 車新鬱 ∈3古閉三紀

・

6．おわりに

　日台両国の 問に不幸な時代があ っ た に もかか わ らず，日

本が残したものに愛着を持つ 現地の 人 たち によ っ て，こ う

した 建物が大切に今も使い続けられて い る こ とに，改め て

感謝 した い ．今年 4 月，台湾大畢 で関催された 木造再興 を

目指すシ ンポジウム で 被害調査報告を行 う機会を与え られ

た折 りに、東海岸の 花蓮を訪れたが，前面に 騎楼を股た 小

振 りの美しい 日式住宅が街中の 処々 に残 っ て お り，そ の 多

くがまだ使われて い た。日本と台湾で の 木造 の復権・
再生

に，こ の 度の 貴重な教訓 を生か さね ばな らない と思う．

謝辞 ：　 本稿中で ふ れ た 調査を支援 して下さっ た両国 の

関係各位に，厚くお礼 を申し上 げます．
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地図 ；画源地と断層と調査地

（日経アー
キテクチ ュ ア，1999．10！18号，

No．651，122ペープの図に加筆｝

写瓦1 乙

上流階級 の

滔朝式邸宅
・
四合院

「林 家花 園 」

〔霧峰）

写其 2 ；清朝式住宅 ・三 含院 r廣氏古宅」　（南投〕
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写真 3 ：

清朝 日式混合住宅
・
三 合院 （埔里｝

写翼 4 ：

日式洋風駅舎 （鍖集〕

写 奥 5 ：

日式官舎 （集築）

写翼 6 ：

日式展示館

  里）

聡 ・・ 住

写真 8 ： ロ グハ ウス 別 荘 （日月置 付近）　（程文鎰氏撮影）
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